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本件のお問い合わせは、中日新聞広告局 営業推進部 電話052-221-0692(2019/10/10)

東海地方を中心に5,098人の命を奪い、甚大な被害をもたらした伊勢湾台風。本年9月26日に上陸から60年を迎

えた。大規模災害が頻発する昨今、過去の災禍から学び、未来への教訓を得る特集紙面を掲載した。

伊勢湾台風発生当時、名古屋在住で被災したノーベル物理学賞受賞者の益川敏英氏のインタビューや防災・減

災の識者による提言を編集特集として3頁掲載。加えて、8月に実施したシンポジウム「伊勢湾台風60年のつどい」

の載録や、長期の停電などライフラインが断絶された被災時でも在宅避難を可能とする最新住宅設備の紹介など

を広告特集として2頁。合計5頁の大ボリュームでの紙面特集となった。

連日大規模災害が報道される中、企業の安心安全・防災に対する意識は高い。中日新聞では、引き続き防災関

連の特集・イベントを企画していく。 名古屋本社広告二部 小椋昌統

編集特集と広告特集で幅広く情報発信

「伊勢湾台風60年」

伊勢湾台風から60年
「わたしの証言～記憶をつなぐ」

中日新聞社では、「ぼうさいこくたい2019」
(主催・防災推進国民大会実行委員会)
の開催に合わせ、過去の災害を共有し語り
継ぐことで、風水害や南海トラフ巨大地震
への備えを考えるシンポジウムを開催します。

日時：10月19日（土）14:30～16:00
場所：名古屋コンベンションホール3階
登壇：久野時男氏（愛知県飛島村村長)、
いとうまい子氏（タレント）、
大石邦彦氏（CBCテレビアナウンサー）、
寺本政司（中日新聞編集局次長）ほか
主催：中日新聞社 共催：CBCテレビ

【防災シンポジウム 開催】

▲▼2019年9月26日付中日新聞朝刊 編集特集3頁（上）、広告特集2頁（下）

伊勢湾台風の被災者が語る「わたしの証
言」、語り部と若者らが防災への思いなどを
語り合う「未来の災害に備える」二部構成。


